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ヒシモンユスリカ Chironomussamoensis卵においては発生初類、 4核鶏にその内の一つの核が卵後識に移動

し、そこからその核が分裂レつつ二つの極細胞が卵後端と卵殻との向に生じた空間に芽出する。その後、極細

胞はここで 2回の細胞分裂と、最後に一度核分裂のみを行い 81闘の 2核細胞が形成される。この頃までに、根

細胞形成に加わらなかったf患の分裂核は卵黄内分裂を行い、その大半は卵表に移動してくる。この核移動期前

後に卵本体は膨張し、卵の前後にあった22所はなくなる。そのため、卵後識では極紹胞は膨張してきた卵細胞

質に埋没され、外1p'ljから見えなくなる。表層で細胞化、すなわち粧盤葉形成が行われると、極細胞は後端の目玉

盤葉細胞に包み込まれるようになり、際情形成の初期に卵の内似ijへ移動させられる。この位置で脹帝形成に関

わる総胞の増殖、移動により緩綴胞は卵の議方に向けて移動させられ、)jf手苦が完成し、経後2揚が卵節減から卵

長のほぼ1/3のレベルに達した頃にはこの妊手育後部内側に位置するようになる。その後、阪後端から成長する目工

門|絡およびつづいて分化、発達する後部中腸原基により極細胞は左右二つのグループに分けられ、主主殖巣上皮

となる中妊薬細ぬに図まれ、生殖巣の構成要素として第 6腹筋の内領uに落ちつく。

以上のようにユスリカの場合は、ショウジョウパエやカの場合のように複線終グループが経干告が議長期に達

し、その後端が卵前部卵黄内に湾入するまでは目玉の外側の予定後部中腸原蒸のつくるポケットに包まれて卵前

方に移動し、後端カl'J:js黄内に没入してから妊の内側に移動させられるのと迷い、すでに臨盤葉が完成して間も

なく i短縮砲が経の的領1]1こ移動させられてしまうことがわかるo

ところで、矢践がこの大会等で報告してきたように、ヒシモンユスリカの発生初鶏、まだ極細胞が卵後端の

空所に存在する時期に弱い線量で紫外線照射すると、細胞分裂可能で生きていることが確認される極細胞でも、

その後に起こる際内側への再進入、あるいは妊盤葉細胞による取り込みが阻止される。今回の研究ではこのこ

とが緩総胞の鱒に原図があるのか、あるいは目玉盤葉継総の's!1jにあるのかを検返するために著書を 2-4複線君主期

に遠心分離を行い、極細胞を卵後端から移動させ、正常の環境とは違った、その位置から極細胞が阪盤葉細胞

によって取り込まれるか、あるいはそこから再進入するかを調査した。

遠心分離は 2 4極溜胞郊に Yajima(1983)が重複奇形を作成したのとi湾じ方法、すなわち寒天紫に包まれ

た多数の卵を含む卵塊を、その短経よりやや細目のがラス管に吸入して遠心するという方法で、 4， 200 r . p . m X 

5分間で遠心し、遠心後、寒天質を次現犠素酸ナトリウム水溶液で溶解し、数回水洗して次亜塩素酸ナトリウ

ムを除き、草野後織が遠心織になるように遠心された君事を、この方向に遠心された場合は議複奇形にはならず正

常僚に発生するので選び出し、さらにその中から極細胞が卵後端から動かされ、卵の前半に生じた透明細胞質

層の位置にきた卵を選別し、その後発生させた卵をいくつかの時期で国定して全体標本と、 RE帯最長期およぴ

?宇都閉鎖期については切片標本を作成して観察を行い、そのsf内外での極細胞の位置を繍まをした。

すでにYajim品 (1960)が報告したように、遠心分離された卵は、その内容物が求心側から脂肪球層、分裂核

をはじめ、様々な細胞小器官を含む透明細胞質層、そして遠心恨ijの卵黄粒!習に分層され、卵長軸方向に遠心さ

れた場合は、それぞ

核移護動方期に穏当する時綴がくると、透明綴胞層の部分のみが分裂核などをf宇いながら卵表層に沿って事告の前、
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後端に向かつて復震を始める。その閥、分裂核は分裂し、移動していく繍総質成分が卵の荷極に達した後、数

時間して外見上正常のものと変わらない脹豊富葉が形成される。脂肪球層、卵黄粒層はその相対的な位置を保ち

ながら、完或した怪童霊薬のF号機にI1又まる。

遠心され、卵後端の本来の位置から卵前半に形成された透明細胞質層のレベルまで移動させられた極細脱グ

ループは廃盤葉が完成すると、ほほ移動させられたその位畿で廃盤薬に覆われ、外側から見えなくなる。 E五言言

端が卵前立高に対面し、それにつづく際部分は卵後端に向かい、そこから妊術の部分は反転して再び、卵前方に向

かい、』壬後端が卵長の前端からほぼ1/3のレベルでみ~ß黄内に捜没している佐橋最長期では、観察できたほとんど

の症で極縮総は匹帯の後端部の総砲の罰に綴察された。極純抱グループが絞殺葉が完成してj芸jもなく、移動さ

せられたその位置から佐盤業細胞の関へ取り込まれたか、あるいは進入したのならば、このf立置は)j壬盤業期で

は予定胸部外、中堅業域あるいは隆被膜域にあたるので、自主帯伸長に伴ってどこかfむの場所に移動させられる

と考えられる。したがって、極細胞が匹帯議長期における膝のそのような位置に存在するとは考えにくい。む

しろ、匹盤繋が完成した時点では極級胞は、正常発生の場合のようにそれらの細胞の関に包み込まれることは

なく、 B壬帯が伸長してきた時点で、)j~後端部の細胞の筒 iこ入り込んだのではないかと考えられる。最後に]J~帯

が収縮して、 sf腹端カ"Jis後端に達し、背部閉鎖が完成した頃には、観察署できたほとんどすべての標本においては、

極綴総グループは正常に生緩巣が形成される位置{第 5腹筋内務)には見られなかった。これは桜級胞が経常

の正常な位鐙に取り込まれなかったためであると考えられる。さらに、この時期に級細胞を目玉後端部にも認め

ることはできなかった。おそらくは、生殖巣予定位震に入ることができなかった事長級胞は消失してしまうのか

も知れない。

しかしながら、 Yajima(1970)が報告したようにユスリカ卵の途心により、双頭奇形が形成される場合や、

逆転際 (Yajima，1983)が形成される場合には妊の内積01こ取り込まれた極細胞はいずれもこ予定生殖巣佼震に入

れなくても消失することはなかった。このことと今回の実験の結巣を比較考察するとそれは、佐後端から)jf盤

葉内へ極縮胞が移動することが、後の消失のないことに関係するのかも知れない。いずれにしても今後の研究

において遠心処理され、極細胞が正常位置から移動させられた佐において、 1杢帯設長期から背音11閉鎖期にかけ

て詳しく極綴胞の行動を追跡する必婆がある。

引用文献

Yajima， H. (1960)よ Embryol.Exp. Morphol冒， 12， 198-215. 

Yajima， H. (1970) J. Embryol. Exp. Morphol.， 24，287-307. 

Yajima， H. (1983) Entomol. Gen.， 8， 171-191. 




